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１．低銀系ソルダペーストの JEITA 推奨組成と実用化検証結果について 

 2010 年 5 月、『第２世代リフロー用ソルダペースト標準化プロジェクト』として、JEITA
実装技術標準化専門委員会傘下においてプロジェクトチームによる活動を開始した。 
・標準組成として使用してきた“Sn-3Ag-0.5Cu”とリフロー条件に互換性があること。 
・機械的特性、衝撃強度は“Sn-3Ag-0.5Cu”と同等以上であること。 
・RAND ライセンスが可能であること。 
等の条件を明確にし、評価をした結果“Sn-1Ag-0.7Cu-2Bi”が標準組成として選択された。

また、同等の結果である“Sn-1.6Bi -1Ag-0.7Cu-0.2In”(M40)も同等の標準組成とした。 
 

２．フロー槽材料の耐エロージョン性評価試験方法の概要と IEC 規格化状況 
 2007～2009 METI の委託事業として『表面処理を施さないフロー槽用金属材料の耐エ

ロージョン性試験方法』の開発と国際標準化、2010～2012 METI/NEDO の委託事業とし

て『表面処理を施したフロー槽用金属材料の耐エロージョン性試験方法』の開発と国際標

準化を行った。 
・『表面処理を施さないフロー槽用金属材料の耐エロージョン性試験方法』は、 

IEC 62739-1：Erosion test method for metal materials without surface processing と

して、Fig.1 の試験条件で現在 FDIS(Final Draft International Standard)段階で 5 月の

投票で IS(International Standard)になる予定。 
 

 
Fig.1 

・『表面処理を施したフロー槽用金属材料の耐エロージョン性試験方法』は、 
 IEC 62739-2：Erosion test method for metal materials with surface processing とし  
て今年（2013 年）の 5 月に NP(New work item Proposal)として国際提案予定である。 


